
第
９
回
の
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

が
今
年
は
、
10
月
10
日
（
土
）

～
11
日
（
日
）
の
２
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
は
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

が
開
催
す
る
学
園
祭
で
、
毎

年
10
月
の
第
２
週
の
週
末
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
学
生
や

同
窓
生
、
教
職
員
が
協
力
し

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し

い
学
び
の
場
に
す
る
事
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
例
年
通
り
、
イ
ベ

ン
ト
担
当
の
各
サ
ー
ク
ル
が

競
っ
て
魅
力
的
な
催
し
を
企

画
し
て
、
日
頃
の
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
会
員
以

外
の
一
般
の
方
々
も
楽
し
ん

で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

し
よ
う
と
知
恵
を
絞
っ
て
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
な

流
れ
は
掲
載
し
た
日
程
表
で

把
握
で
き
ま
す
が
、
大
ま
か

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
10
日
（
土
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
は
、

10
時
半
か
ら
熟
年
会
の
公
開

勉
強
会
が
行
わ
れ
、
８
階
の

講
堂
で
は
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
が
華
や
か
な
ダ
ン

ス
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、

講
堂
で
は
そ
の
後
、
放
送
大

学
の
小
寺
山
亘
副
学
長
の
公

開
講
演
会
「
地
球
温
暖
化
と

海
洋
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

10
月
11
日
（
日
）

12
時
半
か
ら
、
第
１
講
義

室
で
フ
ェ
ス
タ
恒
例
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
会
が
あ
り
ま
す
。
今

年
は
映
画
「
ハ
ン
ナ
・
ア
ー

レ
ン
ト
」
で
す
。
第
５
講
義

室
で
は
未
来
の
会
に
よ
る
絵

手
紙
教
室
が
、
ま
た
、
８
階

講
堂
で
は
健
康
体
操
や
朗
読

の
会
「
こ
こ
ろ
」
に
よ
る
朗

読
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
盛
り

沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
フ
ェ
ス

タ
に
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
は

最
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
懇

親
会
パ
ー
テ
ィ
で
も
華
や
か

に
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
各
団
体
活
動
の
展

示
（
第
２
講
義
室
）
、
バ
ザ
ー

（
第
３
講
義
室
）
、
個
人
作

品
展
示
（
第
４
・
５
講
義
室
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
９

階
ロ
ビ
ー
に
は
、
お
馴
染
み

の
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
俳
句

･

川
柳
大
会
も
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

平
成
27
年
9
月
27
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
８
Ｆ
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
第
１
学
期

の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
卒
業
生
・

修
了
生
は
95
名
で
、
併
せ
て

生
涯
学
習
奨
励
賞
の
授
与
も

行
わ
れ
ま
す
。
式
終
了
後
、

同
窓
会
主
催
に
よ
る
祝
賀
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
】

・
金
剛
賞

宮
本
義
昭

・
金

賞

髙
橋
三
夫

山
口
恵
子

冨
岡
慶
子

・
銀

賞

篠
崎
弥
生

野
村
洋
子

森
永
清
美

伊
藤
佐
智
子

榑
井

博

上
田
の
り
子

平
成
27
年
度
第
２
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
10
月
３

日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
か

ら
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

終
了
後
に
は
、
学
習
相
談
、

各
サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

は
「
リ
ニ
ア
開
発
の
現
状
に

触
れ
、
ミ
レ
ー
の
魅
力
に
開

眼
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
(1)
山

梨
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

(2)
山
梨
県
立
美
術
館
を
見
学

し
ま
す
。
９
月
15
日
（
火
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
参
加
希
望
が
殺
到
し
、

即
日
、
締
切
と
な
り
ま
し
た
。
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学
生
新
聞

第
９
回
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
園
祭

10
日
の
公
開
講
演
会
は
小
寺
山
副
学
長

魅
力
的
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山

「
薬
の
副
作
用
？
」

笹
原
誠
二

１
年
半
前
か
ら
、

頻
尿
と
残
尿
感
が
気

に
な
っ
て
市
内
の
病

院
に
通
院
し
て
い
る
。

血
液
と
尿
の
検
査
や
エ
コ
ー

検
査
を
経
て
、
１
か
月
後
に

「
こ
れ
は
前
立
腺
肥
大
に
よ

る
も
の
で
、
同
年
輩
の
男
性

は
こ
の
症
状
で
悩
ん
で
い
ま

す
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て
、
処

方
箋
を
手
に
薬
局
に
行
く
と

２
か
月
分
の
薬
を
袋
詰
め
で

手
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
新
薬

で
結
構
効
果
が
あ
る
ら
し
い
。

早
速
、
決
め
ら
れ
た
時
間

を
守
っ
て
し
っ
か
り
服
用
し

て
い
る
の
だ
が
、
１
年
た
っ

て
も
一
向
に
効
き
目
が
現
れ

な
い
し
、
症
状
も
改
善
の
兆

し
が
な
い
。
逆
に
突
然
の
め

ま
い
と
立
ち
く
ら
み
に
悩
ま

さ
れ
る
事
が
多
く
な
っ
た
。

ひ
ど
い
時
は
電
車
で
座
っ
て

い
て
最
寄
り
駅
で
下
車
す
る

た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
り
、

図
書
館
で
下
の
欄
の
書
物
を

探
し
て
い
て
、
立
ち
上
が
る

と
め
ま
い
と
と
も
に
目
の
前

が
真
っ
暗
と
な
る
事
も
あ
る
。

先
日
も
下
車
し
よ
う
と
し
た

際
に
、
こ
の
症
状
が
現
れ
、

ホ
ー
ム
に
倒
れ
こ
ん
で
、
駅

員
や
周
り
の
人
に
助
け
起
こ

さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ

以
来
、
下
車
す
る
駅
の
ひ
と

つ
前
の
駅
で
そ
っ
と
立
ち
上

が
り
、
様
子
を
見
て
か
ら
乗

降
口
に
向
か
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
う
な
る
と
、
不
安

が
先
に
立
っ
て
、
外
出
も
億

劫
に
な
っ
て
く
る
。

病
院
で
こ
の
症
状
を
医
者

に
話
す
と
、
ま
た
新
し
い
薬

に
変
更
し
て
く
れ
た
。
そ
の

新
薬
を
飲
む
と
、
立
ち
く
ら

み
の
症
状
は
和
ら
い
だ
が
、

今
度
は
胸
焼
け
と
逆
流
性
食

道
炎
で
時
々
胃
薬
も
併
用
し

て
服
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
は
薬
を
飲
ま
な
い
ほ

う
が
副
作
用
に
悩
ま
さ
れ
る

事
が
な
く
て
い
い
の
か
な
と

思
う
こ
と
も
あ
る
。

学生手帳

高校生の国際学術オリンピックが各

分野で毎年夏に行われている。第47回

国際化学オリンピックは、アゼルバイ

ジャンの首都バクー（Baku）で7月20

～29日に開催された。75カ国292人の

生徒と教員300人ほどが参加した。

このカスピ海西岸の港湾都市は古く

から石油の生産と輸出で有名で、街は

近代的で裕福な印象だった。気候は快

適。近郊では地下から天然ガスが出て

自然に発火するため、古代にそれが神

の恵みであるとして、ゾロアスター教

が発祥した地でもあるが、現在はイス

ラム文化圏である。

3500人から選ばれた日本代表生徒4

人は全員男子だった。10日間のうち試

験そのものは2日間で、実験課題3つを

5時間で行う実技試験と、筆記8問を5

時間で解く筆記試験とを行う。個人競

技である。ほかの時間は、各国に1人

ずつ学生ガイドが付き、レクリエーショ

ンや各国生徒の交流行事や、博物館や

地域を見学する。

同行する大学教員5人は忙しい。ま

ず、主催者側として、試験場の実験室

と器具を点検する。問題検討と翻訳は、

生徒と連絡できないようにするため、

約100 km離れたコーカサス山中のガバ

ラ（Gabala）で行われる。インターネッ

トも使えない。実験課題案を検討し、

審査員会議で難易度調整や修正をする。

夜からの会議は翌朝6時までかかった。

次の1日は朝から深夜まで課題を日本

語に翻訳する。筆記試験問題について

同じことを繰り返した後、4泊5日の

「収容所」暮らしを終えてバクーに戻

る。

晩には、試験が終わってそれぞれの

表情の生徒たちと合流し、参加者全員

でのパーティーがある。その後は日本

選手団としての役割がある。提供され

る生徒の答案コピーを採点しておき、

主催者側の公式採点による生徒の得点

表と比べて、低い得点箇所の加点交渉

対策を練る。翌日、各国1時間の枠で

採点の上方修正を各問の作題者と交渉

する「得点調整」に臨む。

上位1割が金メダル、次2割が銀メダ

ル、その次3割が銅メダルを受賞する。

日本の成績は、金2つ銀2つで、2010年

の日本大会（東京）と同様、歴代最も

よい成績だった。試験問題は大学院入

試レベルだから素晴らしいことである。

総合1位は80点以上で4位までが全て中

国の生徒だったし、韓国も全員が金メ

ダル、台湾やシンガポールなどアジア

系は強い。日本の高校の化学の教育内

容を「暗記型」から「思考力型」に改

善して、そして国際レベルに近づける

ことが重要な課題である。

なお、今年の会議で日本再招致が承

認され、2021年大会が大阪を中心に行

われる。

「国際化学オリンピックに同行して」

客員教授 永澤 明(専門:化学)

卒
業
証
書
・
学
位
記

授
与
式

平
成
27
年
度
２
学
期

入
学
者
の
集
い

第９回埼玉フェスタ

俳句･川柳投句募集

＊募集期間

9月1日(火)～10月3日(土)

＊応募資格

放送大学の学生、

卒業生、教職員

＊優秀句の決定

フェスタ会場での投票

＊優秀句には賞品を授与

＊投句方法

募集要領による

是非、あなたの一句を！

特別公開講演会

「地球温暖化と海洋」

地球の気候変動に関して大きな
役割を果たしているが､観測が難
しい海洋の重要性を解説。

講師：小寺山 亘
放送大学 副学長

10月10日(土)
13:00～15:00

場所：放送大学埼玉学習センター
８F講堂(申込順：150名）

申込は以下のHPから

http://www.sc.ouj.ac.jp/
center/saitama/

リラックスした雰囲気での

お茶の時間の科学談話会です。

科学のいろいろな話題をとり

あげて話し合います。

＊１０月１８日(日)

＊１１月２１日(土)

＊ １月 ９日(土)

時 間 １４：３０～

場 所 ８階・講堂Ａ

テーマ 未定

《参考》9月13日のサロン

テーマ 「光の化学」

蛍光物質､太陽電池､化学発光、

等の原理や機構を考えました。

学
生
研
修
旅
行

受
付
け
は
即
日
締
切

実
験
競
技

得
点
調
整

「サロンながさわ」

ティータイム科学談話会



★

10
月
28
日
（
水
）

～
29

日
（
木
）

「
長
野
県
下
諏
訪
・

上
諏
訪
地
方
」

１
泊
2
日
の
研
修
旅
行

★
11
月
19
日
（
木
）

「
高
尾
山
ゆ
っ
く
り

ハ
イ
キ
ン
グ
」

（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
利
用
予
定
）

★
10
月
11
日
（
日
）
10
時
～

第
４
回
朗
読
発
表
会

（
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
に
て
）

★
次
回
の
練
習
日

11
月
6
日
（
金
）

20
日
（
金
）

時
間

10
時
～
14
時

場
所

第
１
講
義
室

★
10
月
20
日
、
27
日

火
曜
日

13
時
～

★
10
月
31
日

土
曜
日

★
10
月
10
日
（
土
）

公
開
勉
強
会

（
フ
ェ
ス
タ
で
開
催
）

時
間

10
時
半
～
12
時
半

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
」

講
師

小
竹
治
子
氏

（
健
康
管
理
士
）

★
10
月
11
日
（
日
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
作
成
」

（
フ
ェ
ス
タ
で
開
催
）

★
９
月
24
日
（
木
）

「

東
芝
科
学
未
来
館
と

横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
」

★
10
月
29
日
（
木
）

「
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族

館
と
池
袋
防
災
セ
ン
タ
ー
」

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

第
２
週
以
外
の
火
曜
日

★
10
月
の
活
動
日
程

1
日
（
木
）
、
6
日
（
火
）
、

20
日
（
火
）
、
27
日
（
火
）

★
11
月
は
す
べ
て
火
曜
日

10
日
、
17
日
、
24
日

★
10
月
14
日
（
水
）

★
10
月
25
日
（
日
）

横
浜
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）

集
合
場
所

大
宮
駅
中
央

改
札
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
案
内
所
）

付
近
に
9
時
30
分
集
合

＊
必
ず
歩
き
や
す
い
靴
で

猛
暑
の
夏
か
ら
、
一
気
に

秋
へ
と
な
だ
れ
込
み
ま
し
た
。

巨
大
な
台
風
が
一
度
に
２
個

も
襲
い
か
か
り
、
日
本
列
島

を
翻
弄
し
ま
し
た
。
未
曾
有

の
災
害
に
遭
わ
れ
た
地
域
の

方
々
に
、
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
り
上
げ
ま
す
。
次
号
は
秋

も
深
ま
っ
た
11
月
の
発
行
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
冬
）
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サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

『古都京都文化財』が世界遺産名簿に登録

されたのは、１９９４年（平成７年）であっ

た。これを英文で表記すると『Historic Mon-

uments of Ancient Kyoto（Kyoto,Uji and O-

tsu Cities)』となり日本語表記と比較して表

現が明確である。『古都京都文化財』の文化

財は１７件有り、京都市内は、上賀茂神社・

下賀茂神社・東寺・清水寺・醍醐寺・仁和寺、

高山寺・西芳寺・天竜寺・金閣寺・銀閣寺･龍

安寺･二条城の１３件、大津市は延暦寺１件､

宇治市は平等院・宇治上神社の２件となって

いる。

京都は７９４年（延暦１４年）桓武天皇が

平安京に都を定めて以来、明治時代に至るま

で｢千年の都｣であった。日本各地に小京都と

呼ばれる土地があるように、多くの事で京都

模倣はその土地で格が上と考えられる気風が

生じた｡遣唐使が華やかな時は唐風が流行した

ように、日本人には伝統的に模倣の対象を求

める遺伝子が受け継がれているように思える｡

登録された１７件の神社･寺院･城郭･庭園等

には､３８件の国宝､１６０件の重要文化財が

含まれており､木造建築･宗教建築･庭園等日本

独自の伝統美を表現しており、木造建造物で

ありながら創建当時に近い姿で再現・保存さ

れている。

これから『二条城』について記述する｡『二

条城』は、神社・仏閣で構成されている『古

都京都文化財』のうちで、唯一城という文字

が付いている。城といえば戦いを主目的とす

る姫路城を思いつくが､『二条城』の目的は、

幕府の京都宿泊所・威光誇示である。

着工は関ヶ原の戦いの翌年の１６０１年

（慶長６年）､『二条城』（現在の二の丸部分）

完成は１６０３年（慶長８年）、同年徳川家

康は征夷大将軍となり江戸幕府を開く｡時は移

り１８６７年（慶応３年）第１５代将軍慶喜

は大政奉還をして、時代は明治となった。

蛇足ながら、大政奉還の元となる「大政を

幕府に譲渡する」と言い出したのは「誰が?」

「いつ?」である。いろいろと探っても今ひと

つよくわからない。尊皇派の宣伝文句のよう

な気がする。

徳川家康は、幕府と朝廷との関係を律する

ため『禁中並公家諸法度』を二条城にて発布。

それの第１条天皇の主務、「天子諸芸能之事、

第一御學問也」(天子が修めるべき第一は学問

である)とし、天皇は学問に精励し政治の世界

に関心を向けさせないようにした。また、皇

室財政面の締め付けも強化し､ある天皇は、献

上品の清酒を酸っぱくない酒があると感激し

た話が伝わっている。

『二条城』（二の丸御殿）は、遠侍（とお

ざむらい）および車寄､式台、大広間､蘇鉄

（そてつ）の間、黒書院､白書院の六棟からな

り､周囲を築地壁で囲む。どの建物も庭園が見

えるように雁行型に配置され、庭園を主体に

おいたものと思われる｡各棟の役割等は､「遠

侍」は城内警護の武士の詰め所､「式台」は大

名の将軍に対する用件や献上品をとりついだ、

「大広間」は将軍の公式の謁見の間､｢蘇鉄の

間」は大広間と黒書院をつなぐ渡り廊下、

「黒書院」は将軍の私的な対面所、「白書院」

は将軍の休息や寝所である。 （続く）

世界遺産・古都京都の文化財
荒川良雄

囲
碁
専
科

老
老
の
宿
や
俄
に
蝉
の
声

保
子

水
晶
の
占
ひ
算
や
夜
の
秋

と
く
江

ひ
と
す
ぢ
の
横
雲
戻
り
夜
の
秋

光
娥

ひ
き
あ
ふ
て
蚊
帳
吊
草
の
日
暮
か
な

十
詩

み
ど
り
ご
の
寝
息
さ
や
か
に
夜
の
秋

明
美

夜
の
秋
ひ
と
す
ぢ
ほ
ど
の
風
の
あ
り

由
美

踝
を
波
に
う
た
せ
て
秋
の
浜

規
子

新
顔
の
宇
宙
飛
行
士
秋
涼
し

八
重
子

白
蓮
の
一
花
に
沼
の
し
づ
ま
り
ぬ

安
代

（
つ
み
草
）

《

見
学
歓
迎

第
３
木
曜
日

午
後

９
階
第
５
会
議
室

》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

二
条
城
・
櫓
と
堀

投稿コーナー

埼
玉
同
窓
会

皆
さ
ん
は
子
ど
も
時
代
に
、

ど
の
よ
う
な
将
来
の
夢
を
抱
い

て
い
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
当
時

の
交
通
の
花
形
で
あ
っ
た
蒸
気

機
関
車
の
運
転
士
に
な
り
た
い

と
願
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
描

い
た
夢
の
通
り
に
は
な
ら
な
い

の
が
、
浮
き
世
の
定
め
で
あ
る
。

私
自
身
も
、
思
い
描
い
た
夢
と

は
異
な
る
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
「
蒸
気
機
関
車

の
運
転
士
」
に
な
り
た
い
と
い

う
夢
は
、
私
の
中
で
、
ず
っ
と

眠
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
訳
で
は
な

い
。
長
年
勤
め
た
郵
便
局
を
退

職
後
は
、
独
学
で
機
関
士
の
勉

強
を
続
け
て
い
た
。
そ
ん
な
私

の
夢
が
今
年
の
夏
、
形
を
変
え

て
実
現
す
る
事
に
な
っ
た
。
手

配
し
て
く
れ
た
の
は
、
家
族
の

中
で
鉄
道
博
士
と
し
て
知
ら
れ

る
長
男
で
あ
る
。

群
馬
県
安
中
市
に
『
碓
氷
峠

鉄
道
文
化
む
ら
』
と
い
う
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
あ
る
。
碓
氷
峠
は

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

知
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
箱
根

と
並
ぶ
重
要
な
関
所
と
し
て
、

碓
氷
関
が
置
か
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
箱
根
同
様
に
急
峻
な
山

道
が
幹
線
鉄
道
の
開
通
を
阻
ん

で
き
た
。
そ
の
碓
氷
線
の
幹
線

鉄
道
化
を
可
能
に
し
た
の
が
、

信
越
本
線
横
川
～
軽
井
沢
駅
間

の
碓
氷
峠
専
用
の
補
助
機
関
車

と
し
て
特
化
し
た
Ｅ
Ｆ
63
形
電

気
機
関
車
で
あ
る
。
Ｅ
Ｆ
63
形

電
気
機
関
車
は
こ
の
事
か
ら
、

「
峠
の
シ
ェ
ル
パ
」
と
い
う
愛

称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

碓
氷
線
は
平
成
９
年
に
長
野

新
幹
線
の
開
通
と
同
時
に
廃
線

と
な
っ
て
、
104
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
て
い
る
が
、
そ
の
廃

線
と
な
っ
た
線
路
と
Ｅ
Ｆ
63
形

電
気
機
関
車
を
利
用
し
て
、

「
運
転
体
験
」
を
募
集
し
て
い

る
の
だ
。
私
は
勿
論
、
喜
ん
で

長
男
の
厚
意
を
受
け
る
事
に
し

た
。体

験
期
間
は
２
日
間
だ
が
、

前
日
の
内
に
高
崎
に
入
る
。
初

日
の
８
月
15
日
は
座
学
の
他
、

機
関
車
基
地
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｆ

63
形
車
両
運
転
台
で
運
転
実
技

の
予
備
講
習
が
行
わ
れ
る
。
暑

い
中
で
の
緊
張
し
た
実
技
講
習

で
大
汗
を
か
い
た
。
教
室
に
戻

り
、
午
後
４
時
ま
で
は
、
一
日

の
ま
と
め
の
自
習
。
午
後
４
時

か
ら
は
、
運
転
ラ
イ
セ
ン
ス
取

得
試
験
と
な
る
修
了
テ
ス
ト
を

受
け
た
。
合
格
者
に
は
修
了
証

書
交
付
と
機
関
士
制
帽
の
贈
呈

が
あ
る
。
翌
16
日
に
行
わ
れ
る

実
技
運
転
へ
の
注
意
事
項
等
の

説
明
を
受
け
て
、
１
日
目
は
終

了
し
た
。

２
日
目
は
ホ
テ
ル
を
９
時
に

出
発
し
、
信
越
本
線
で
高
崎
駅

か
ら
終
点
の
横
川
駅
へ
行
く
。

午
前
11
時
に
受
付
で
修
了
証
を

提
示
し
、
Ｅ
Ｆ
63
形
基
地
へ
。

指
導
員
の
リ
ー
ド
で
運
転
台
へ

と
上
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の

流
れ
を
ふ
ん
で
、
ま
ず
①
ハ
ッ

チ
試
験
、
②
通
電
試
験
、
③
ブ

レ
ー
キ
試
験
と
た
く
さ
ん
の
ハ

ン
ド
ル
、
ス
イ
ッ
チ
、
圧
力
計

等
の
確
認
作
業
を
指
導
員
の
指

示
に
よ
り
、
順
に
操
作
す
る
。

い
ざ
、
運
転
士
の
椅
子
へ
座
り
、

実
車
運
転
操
作
の
開
始
だ
!!

そ
こ
で
も
指
導
員
に
詳
細
な

操
作
を
指
示
さ
れ
て
、
い
よ
い

よ
出
発
進
行
。
ゆ
っ
く
り
と
大

き
な
車
体
が
動
き
出
し
た
。
今
、

私
自
身
の
手
で
108
ト
ン
も
あ
る

こ
の
機
関
車
が
、
レ
ー
ル
の
上

を
走
り
出
し
た
の
だ
。
感
動
で
、

一
瞬
、
身
体
が
震
え
た
。

平
成
９
年
９
月
30
日
の
在
来

線
廃
止
ま
で
、
客
車
12
両
を
連

結
し
て
横
川
～
軽
井
沢
間
を
峠

の
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
活
躍
し
た

専
用
機
関
車
『
Ｅ
Ｆ
63
』
を
運

転
し
て
い
る
の
だ
。
前
方
か
ら

私
が
運
転
し
て
い
る
『
Ｅ
Ｆ
63
』

の
下
へ
と
レ
ー
ル
が
流
れ
込
ん

で
く
る
様
子
が
、
夢
を
見
て
い

る
よ
う
だ
。

線
路
脇
に
は
、
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
が
並

び
、
こ
ち
ら
に
カ
メ
ラ
を
向
け

て
い
る
。
走
行
距
離
は
800
ｍ
だ

が
、
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。
指

導
員
は
気
を
緩
め
て
楽
し
く
運

転
す
る
よ
う
に
と
、
側
で
言
っ

て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
私
の
耳

に
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
指

導
員
か
ら
の
注
意
だ
け
は
耳
に

痛
く
感
じ
た
。

走
っ
て
い
る
機
関
車
の
ス
ピ
ー

ド
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
運
転
中

の
心
拍
は
早
か
っ
た
。
上
り
終

点
か
ら
運
転
台
を
下
り
に
変
え
、

最
初
の
操
作
点
検
を
し
て
、
終

着
地
点
へ
と
向
か
う
。
停
止
点

の
少
し
手
前
に
止
ま
り
、
ノ
ッ

チ
を
一
番
に
入
れ
て
再
始
動
。

落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
定

点
停
止
が
で
き
た
。

こ
れ
で
、
運
転
台
か
ら
解
放

さ
れ
緊
張
が
一
気
に
抜
け
て
、

ホ
ッ
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

解
放
感
と
充
実
感
は
身
体
が
し
っ

か
り
覚
え
て
い
る
。
機
関
士
制

帽
と
白
い
手
袋
だ
け
は
、
一
人

前
の
機
関
士
だ
っ
た
と
自
己
評

価
を
す
る
。

子
ど
も
時
代
の
夢
を
実
現
さ

せ
て
く
れ
た
長
男
と
熱
心
に
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
指
導
員
の

先
生
、
そ
れ
に
小
雨
の
中
、
出

発
点
と
終
点
の
道
路
脇
で
懸
命

に
私
の
勇
姿
を
ビ
デ
オ
撮
り
し

て
く
れ
た
愛
妻
に
深
く
感
謝
を

す
る
。

憧
れ
の
Ｅ
Ｆ
63
機
関
車
運
転
体
験
記

金
田
勝
治

二
条
城･

二
の
丸
唐
門

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」
14
時
～

⑥
10
月
22
日
（
木
）

『
新
約
聖
書
』
の
特
質

⑦
11
月
26
日
（
木
）

宗
教
と
は
何
か
（
２
）

～
渋
谷
が
考
え
る
宗
教
の

本
質
２
～

①
11
月
８
日
（
日
）

「
英
語
文
章
作
成
の
基
本

と
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
基
本
構

造
を
学
び
、
演
習
す
る
」

②
11
月
22
日
（
日
）

「
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
基
本
構

造
に
則
っ
た
英
語
文
章
を

作
成
し
、
発
表
し
合
う
」

★
10
月
25
日
（
日
）
14
時
～

講
師

溝
口
優
司

（
国
立
科
学
博
物
館
・

名
誉
研
究
員
）

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
Ｆ
講
堂

定
員

150
名
（
申
込
順
）

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

今
後
の
予
定

ラ
ル
ゴ
の
会

Ｅ
Ｆ
63
の
運
転
席

Ｅ
Ｆ
63
形
機
関
車

「
サ
ロ
ン
宇
田
」

４
回
シ
リ
ー
ズ

一
般
公
開
講
演
会

「
ヒ
ト
は
い
か
に
生
じ
、

い
か
に
存
在
し
て
き
た

か
―
形
質
人
類
学
的
証
拠

と
解
釈
―
」


